
養殖部



 わかめ養殖に関する試験

 率1者等によ巷粗放的な増殖法を集約的方法に改め、併せて未利用地へ0)移殖を図ることを目的
 とゴる。

一1.実施翠問輻和32年5月28目
 2.実殖地一垂水市海潟地先、江の島(別図)
 3.材料及方浄一・

 持料・成実葉こ.與水郵東町高輪産(5月26目)掬取・
 賓材'椋椙9皿m経ロープで45C皿目、(1.5尺)長さ182Cm(6尺)市ユ52Cm

 (5尺)0)網に仕立てたも0)5枚を庫用した。
 方法、榑(フ2主審)に海水を汲み網を収書し、採取レたワカメ0)成実葉を入れ種付し走。

浸漬時間30分

 施設漉走子0)放胆確認後、種付した網を海底0)岩盤を覆うように沈設した。(Figユ)
 絹0)四隅に約3m0)目一プを附け約8k9程度0)石を付け錨代りとした。漁場水深は

 干潮繰下3m～4.5m、底質は岩盤及び礫0)場所卒選定した。.・

 没設当時の状態∵

4.結果0)概括

 調査月目昭和33年4月ユ9回

 生育状況St.1,St.4,St.5,3Cm程度0)幼葉2～3クー宛0)附着がみられた。
 St.3,20Cm0)も0)2本、25Cm0)も0)ユ本
 St.2,流失したらしく発見出来たかった。

 漁場附近0)生物は極めて少く、うに、なまこ、ふじつぼ、まがき、(特にうに優先種)さん
 ごも0)一種、ふくろふ0)り、が多少着生している程度である。網は若干。)ふじつぼ、が着生し

 ている0)で絹0)汚れも殆んどたかった。しかし箱眼鏡による翻察によると、網は江漢当時0)状
 態は全くだく1クー所によぢれ集り、荒天時には相当波浪にもまれたものと推察された。
 1綱0～織縫は脆ぐたり、。僅か0癖力恒拾耐え得な㎏程度に弱りていた。調査時0)絹0)状態は頂
 ig2.0)と為りであった。



Fig,2

 調査蒔に為け・る絹0)状態=て箱睡鏡にま二着観察)
 A岩盤イ、網口、ハ、昌、一錨用石

 一Fig3

 考察本試験は笑駿井画が:充券でたく全く0)予備実験的に打つだ0)で多一く0)不備な点を
 含んでいるが、ワカメ0)集約的養殖について0)可能性について一応0)示唆を得る事

 ができた則ち養殖賓材と施設方法そしτ害敵生物0)防除に検討を加える放らば、

 より積極的た増殖勧果を得られるであろうということである。

 街本試験では戒葉体塵か3本を得た0)みであったが:調査時の網0)状態から推察レ

 て、網が沈誤当時0)状態を保ち得たかったため波浪によって、てん落流失した0)で
 はたいかと推察する。

 寸たわち、垂水市漁協において一聞取り調査したところに]こると附近滑二岸で相当数
 0)ワカメを拾得して1いる、従来鹿児島湾中奥部には全然ワカメ0)自然生育はみたか

 ったところであるので、養殖したも0)がてん落附近沿岸に漂着したも0)と思料され

 た。採取した成葉体はFig3に示す如く極めユ生長0)悪いも0)であるが1、これは養

 殖水深が適当でたかった(淺過か:たτ)ことが主たる原因ではたいかと考える。



 あさくさのり養殖試験

 前年麦に引続いて串本市福イ江地先において胞子付した各種ヒくを鹿児島市甲突川尻に移殖し
 て材料別による比較試験を実塑した。

.試験地

響澗
移植

鹿児島市甲突川尻

 ユ0戸ユ字日(琴子卸～3月31日
 ユ1月7目.

 物大さ動ト聯・尺
張込水位

パpム  ユユ月～ユ2月1.50米  ユ2月以降ユ.20米

 竹せんい  ユ]月～ユ2月ユ.50米"

テビロン  11月～ユ2月ユ.30米  ユ2月以捧ユ.00米

伸長度

 網の種類

月日.
 竹ぜ二・ん・・い・  テー・ビ目・ン

 11.16日。  肉眼で認められる芽数多し  肉眼1で認められる芽数多し  検鏡にて認められ手が芽が少い

 11.25日・  最大10Cm平均30㎜
 ヒトエグサ認めらる

 最I大10C㎡平均3.5C㎞
 ・セ.ト子クサ認め.らる

 肉眼で潔められるが芽数が増
 さ楓・。
 “ビトエ歩サたし一

12.5目  最大13Cm平均5C皿  最犬1きd血平均6Cm  圭妻犬6CinキF均2C皿

12.10巨 初摘採  アIオの混入なし 初摘裸  一アオあ混λなし一  最大8C㎜平均3C皿

摘探量

 揮の種類1

1月日
 竹せんい  デビ回ン

12.10目 4.1Kg  4.5K菩 なし
K9

12.16目 4..1 2.2 なし

 1.1ア日  3.7(青混り)  4.9(青混'り)

1.20日  2.4(青～昆り)  6.2(青混り) 1.0

考察

 ユ.以上0)結果から判断す札ば竹せんいが:収量がよくテピロシ縢殆んど生産はあかりてい放いが
 ヒビ0)高さぞ0)他0)条件に問題があると思う。そこで今後は甲突川尻における各種ピピ0)適層

 を掘握してから比較試験を実施する必要があろう。

 2.ヒトエグサが非常によく成長する0)でアサクサ0)り・を摘擦した後ヒト虫クサを摘探ず名』よ

 うに考慮すれば高温0)鹿児島湾では4月まで0)リ0)事業が蛸来おと考え産牝為。



 あさくさのり人工採苗試験

 0)り養殖業で最も重要た事は胞子つけであ蝪・1種子甥不足と胞子つけ料0)騰貴そ経営上0)大き
 た損失を招いている。最近糸状体から0)秋芽胞子を人工的に探苗する方法か:室内、野外共に盛ん

 とたっているが、これについて1は、糸状体0)大量培養0)方法単胞子碑出0)任意時0)調節及び大量
 的着生法0)確立、探昔時期と環境条件と0)関係だとが究明されたけれぱ欠きた発展事業化は望め

 たい、そこで本年度は予備的た試験として野外における人工探苗を行い、今後発展0)足がかりと

 したい。

 ※材料及方法

 探苦に使1周した糸状体0)産地及種類胞子付期日は

 アサクサノリ米ノ津皿/28-5フ

 〃鹿児島皿/18～皿ノ20一`57

 イプノリ西之義V/4-57

 米之津、鹿児島種は鮮魚箱にポリエチシン0)布で張り約50枚づ㌧入れて毎週ユ回天然海水を換

 水した。西之表種に:ガラスポットに約20枚培養し5月末本場へ持運んだ。

 基質はヵキガラで斑紋はそれぞ牝異なり、米之津種は色漆く瓜く分岐しているが鹿児島種麦
 びイワノリは紅色濃く円形0)ようだ外形をなしている。叉米之津鹿児島種は6月中旬頃から黄

 色0)班点が入って病気か:蔓延し始め皿/22剥落して検鏡すると糸状体0)枯死した部分が多く叉

 単胞子も少なく供試材料としては好適なも0)でぼなかった。探苗施設は下図0)如くもう宗竹を
 二つ割にして1そ0)申に3Cm2位に割った基質を入れて古網で覆い貝殻0)逸脱を防いだも。)を3

 間0)網ヒビ0)下5寸0)ところに吊し、約4尺0)浮動をたさしめ手出した棚0)高さは低目で3時
 間40分0)線とした。

 なお供試ピピは長さ3間中5尺0)竹せんいテビロン2種類0)3枚で、そ0)上には胞子着生状

 況を検鏡するため割竹を約20茶給付した。

 」______i.5固
 ※上図0)ようにカ。キ殻に培養した糸状体をクカンポに入れ鹿児1島市甲突川尻に3h40m干出線
 で浮動距離4尺として張込んだが1潮後0)割竹着生数は家0)如くたっている。

 最多1CmL当り16ケ(うち5は多数)アヲノリ93ケ

 最少〃2クー(多裂)〃28ケ

 平均"7.2ケ.〃82ケ
 上記0)如くノリ0)着生も比較的良好であるが:アヲノリ0)着生棚亟めて多ぐ10倍以上に淀ってい

 る。(棚0)低かった故か)

 ノリ芽が肉眼で認められたθ)は11月ユ3目で丸型0)も0)が多い。一
1潮後0)着生数

 行せんいアサクサノ・リ22アォユ05

 ラ「ビ='口…/A"..・3..一"1ユ3.

 "耳"...3グ.?,
 1ケ月後0)着生数

 』ユ42一・



 竹せんい

テビロンA

ψB

アサクサノリエ15

〃88

〃23

アオ144

〃3!

 〃ユ1

 ※以上のようであったが対策が遅かったためか摘探には至らたかった.



 くろちよう貝半円真珠養殖試験

1.目的

 32隼鹿児島中央部0)垂水町海播に奏いセ笑掩した壬こち珠0)形成そ0)樋だ巻いτ優秀た成慈を
 おさめた0)で本年産は昔風をさけるためと、なお本県独特0)貝であ肱か:ら産地(種子島、甑島
 薩摩半島、大隅半島)において母貝0)不足が唱えられ満足な養殖か:出来ないことから潮流0)弱い

 垂水町牛摂溶岩入江を選んだ。
2.場所

 下図0)と跨り垂水町牛根溶岩入江である。

 入江は東側だけ開いている0)で東以外0)風は殆んど影響ガ:たい。潮流は干満0)際東西に移動す

 るだけである。

水温

 牛根溶岩入江くろちよう貝養殖場

     年月日最高最低平均摺
     32.7.23.2目C島

     32.829.026.227.46

     32.928.24.629.01

     32.1025'423.23.83

     32.1123.321.522,2アチ。      局

     32.1221.・818.219.50

老

半

申

 くろちよう貝を室内に飼育した場合仮死状態にたる0)はユゲCである0)でユ2月0)最低気温が

 18.2叱であり、鹿児島湾内かたくち鰻調査0)際0)1月0)水温1600C2月ユ5.鮒C(各月とも

 上旬観測)とたづているところから越冬も可能と考えられる。

3.方法

 孟宗竹0)先端を合世でく㌧り1連として5蓮色1.筏とレた。
 1個0)籠にlO箇呂)貝を入れ深さ1.5米として1米間隔に垂下した。(7月1日)
 こ0)外に探苗用としてイタヤ貝殻を針金にとおし表面から3米0)線まで各蓮に2個宛垂下し

 た。(8月5目)

期間

 7月～ユ2月

4.経過及結果

 貝の入手が困難であったため薩摩郡上甑及川辺郡知覧町から入手した。
 イ、棲入れ

総数647個

 第ユ回8月3目～8月5日



 甑島分ユ68個

矢口覧分324"
492個

第2回9月3目

 知覧分ユ55イ画

 (→貝掃除

 第ユ回9月20目

 甑島分ユ68個申

 知覧分479〃

第2回

甑島分

知覧分

 ユ2]個申

444"

 ㈹浜揚げユ2月ユ7日

 甑島分ユ18個申
知魔分415個申

 発死貝4フ個……ユ2τ個

 "32"・・・…444〃

 残計565〃

 鋸死貝3個・・・…ユ18個

 "29r固・・・…415〃

計533個

 販売可能0)珠ユ28個

〃460〃

 ←)探苗

 8月5日第1回咳入れ0)際イタヤ貝殻による探苗器をlO個垂下第2回棲入れ(9月3目)及

 浜揚げ0)ユ2月ユ7日に調査した結果稚貝0)附着は1個も見られたかった。但しアコヤ貝0)附着

 は多数発見され1た。

考察

 ユ.甑島産貝は大型で釦覧産貝は小型であったがこれは棲息深産が:甑島産ユ5米～20米である0)に

 対して知覚産貝ぼ1ユ0米0)深度であ・ることによるも0)と考えられる。

 2.甑島分0)歩留ゆが愚かったことは陸上輸送0)時間が長く衰弱していた㌧めと思われる。
 3.探'苗器名投下した庸は威勢期と考えられたにも拘らす稚貝が附着したい事はアコヤ貝等に比

 較して繁殖率が低いも0)と思われる。



 かたくちいわし資源調査

 前年に引きつづき滑1岸漁業費源調査0)」環として=水産庁から委託をうけて実施したも0)で調査
 項目、方法等昼前年と同様である。
 I漁港調査

 鹿児島湾古江、垂水、牛根
加世国万世

皿魚体測定

皿産抑調査

 I漁港調査

古江港八円網

          戸入港船有種扮総漁獲局かたくちいわしあじ5るめさぱまいわしその他

          485611,〃3,286,890301,490ア0

          5ア6511,ア52,088,369701;15

          6桝4ア,65023ア,110402010240

          73836,4001,B903,0201,210160110

          8銚66一10,4901905,6901,約01,3601,650

          ?..393q3,ア504002,0008ア0200280

          10ア63,0014050110

          11

          12

          1

          227276,1506,150

          339325,5603,9901,570

海潟港八円網

        戸入港扮何漁船縄漁獲局かたくちいわしあじきぴたこその他

        4261314,ア411,4401,団01,800

        532413223,3221,8o56%

        61768415,49015,3603ア0

        ア2921Z2鼠14口3/1660480

        8359928,75027,蝸01,270

        933816231,37030,480890

        10184797,跳07,4404080

        11452ア5,5505,48070

        12

        166305,8604,2001,660

        22409216192016,920

        325011328148028,280200

 一ユ年.一



牛根港八円網

       戸入港扮有漁船総漁獲高かたくちいわしあ・・じその他

       421911012113010,2901,840

       527317023,52021,5101,860

       626019327,49024,6002,89口

       728ア18ア44,%042,ア002,260

       825021349,11048,750記0

       923ア2104ア,62046,5ア01,050

       1098633,7202,860

       11

       .12

       1103180180

       28727,237,23

       3261315,80・15,80

海潟地曳網

      戸操業数有為数かたくちあじ1その他

      412431,200き00

      5526980300
      '      6

      74200

      8315480

      94011,280

      10

      11

      12

      116122,040

      2
      3

 rユ47一・



牛根地史網

4
5
6
7
8
9

10

11

12

1
2
3

操業数

151

1記

219

167

220i

125

51

11

69

95

234

206

有為数 かたくち

1,87

9.200

4,45口

5.720

16,310

%0

330

900

2,ア30

1,110-

4,680

4,26・1

あじ

420

590

200

 その他

90

6

250

80

110

230

皿無体測定

測定表

鹿児島湾

 ＼苧日
 年月目＼

324.3

4,24

5.3

5.8

5,21

6.4

6.4

6.7

7,20

8.1

8,27

9,15

1口.2

11.5

頸3.25

B.L.

83,2

79,6

89,5

51.9

跳.6

52,1

59,8

61,2

63,0

96,0

56,9

99,0

68,4

93,8

93,3

98.ア

B.W.

。51

 F町. SeX

131

?

16

8
9

15

5

G.W

0.18

0,30

0.29

 M趾

2.9ア

2.79

 一ユ48一



ぱ

⑩

}

漁獲日

体一長一組成表

漁場 操業回数 漁獲量 平均
30円1

産児島湾

35～140～'45～150～ 55～1

長組成

60]165]」

l
1

70-jア5} 0～;85～190～ 95～1100～1/05}1

。
1

110-1 115～
計

                      〆

                      32.4.3高須沖124084.5±フ、720913330

                      4.24喜入沖1390ア9.ア±6.0231415239

                      5.3大根出漁310052.5±6.0591ア1250235969
                      8ア.5±7.ア

                      5.21古江沖26556.0±7.728129134050

                      5.8重冨沖16050.5±4.7422174350

                      6.4垂水沖115052.6±6,706ア20104250

                      ク新城沖26059.1±7.9359109アア50

                      6.7牛根沖18061.6±3.7152ア650

                      7.20大根出漁229063,6±5.7481814550

                      8.1高須漁112095.5±8.0ろ37328550

                      8.27垂水沖110062./±4.8314181450

                      9.15古江沖1140一84.0±5.935649182049
                      101.3±4.8

                      10.2垂水沖116069.5±5.437162250

                      11.5ク44097.8±6.ア20491316650

                      33,3.25新城沸寸.型099.3±5.43617202250

                      ク軽砂浜1…100一般.4±5.536115142



漁獲高調査表

(万世地曳網)

年月

3/4
1
5
6
7
8
9

10

11

12

32.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

33.

1
2
3

出漁船1

131

194

79

63

132

29

132

114

9

62

ア4

43

118

43

2

99

121

115

136

28

45

5ア

有漁船鍵
8817.650

164681900

7935.810

6333134011/1111/

ア317,5ア0

99則

307.760

333.830

8290

0
11053.040

252.100

0

2930

8ア49.140

8110.440

9125,軍0

103441900

711230

3980

499,080

かたく
ちいわし

17.060

64.560

34.880

33.334

53.820

13.920

21.810

17.570

920

7.760

3.830

290

52,930

冊2,100

930

蜴,160

10,糾0

251220

仙,900

1,肥0

980

9,0B0

あじ

600

3,ア40

530

100

980

さば

360

    漁獲日体長体重肥満度

    31.5.333.6±2.80.26.6

    5.1735.9±4.0.4ア.3

    6.448.6±5.0.1.7.8

    6./450.2±10.31.38.6

    6.2045.7±6.71.9.4

    ア.1456.5±6.3.1.78.8

    7.2134.1±/口.00.39.7

    7.測35.2±5,5O.48.7

    8.1041.0±9.00.68.3

    8.2639.1±10.0

    9.1843.7±6.80.99.9

    9.2949.8±9.1.610.ア

    10.1ア29.0±5.7

    11.529.3±4.4

    12.2ア42.ア±4.90.ア8.9
    7ア.2±5.5

    32.1.279.5±3.24.99.6

    1.2843.2±4.90.67.

    2.18ア.3±4.66.89.8

    3.28偲.4±9.4147.

    4.2ア37.8±7.4047.0

    5.1634.8±4.0047.

    5.1685.7±6.46.79.6

    5.2242.8‡5.70.77.6

    6.453.6±5.61.7.

    8.2948.B±4.81.1口.

    9.9跳.1±4.72.10.

    9.2566.0±5.33210.7

    コ0.4.27.7±0.2198.
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体長組成表

漁獲日
操業
回数 漁獲量

俸

 雅ぽ1警旧珊
長組成

 習矧竺1ヨ査i誓1警1誓1弩1田11!11芒i計
31.5.3

5.1ア

6.4

6,14

6,20

7,14

7.21

ア.30

8,10

8,26

9,18

9.29

10.1ア

11,5

12.27

32.1.2

1,28

2.1

3,28

4.2フ

5,16

5,16

5,22

6.4

8,29

9.9

9.25

10.4

2
2

1
1
3

1
1
2
2
1
1

400

1,ω0

19014701

1.130

30-

100

790

300

120

590

420

270

850

20

640

800

1,幻0

60

24

700

240

410

580

800

590

40

12

3

。
1

8
5

39

。
。
1
19

1

16

22

1.12
.
1
、
!
二

5
1

15

1/
9
8

181

13

2
1

3
1

/3
6
4
2

18

25

15

11

5

19

1
7
1

0

1口

1
1
1
9
4

10

4

33

3

0
4

3
2

3

25

16

15

8-

10

3

14

1
・2

3
3

12

3
1

2

13

3

22

5

2
3

10

2
8

1フ

1

20

26一

10

11

50

32

50

69



産卵調査

 前年に引っき鹿大水産学部0).鹿児島湾観測船に便乗して打つたも0)で方法は口径45Cm(箭
 絹GG53)0)プランクトンネットを用いO～25m垂直採集である。

経過

32年4月3日

4日

 6月フ日

8日

 フ月ユO目

11目

8月15日

16周

 ユ7日

9月9目

 ユO目

13日

33年1月22日

23日

24目

25日

 S亡.ユ～ユ6St.2フ～30

 St.17～26

 St.ユ～16St.27～30

 St.1フ～26

St.13,26

 St.]～12

 St.1～フSt.27～30

 St.8～21

 St.22～26

St.ε{16

 St.1～フSt.27～30

 St.ユ7～26

 St.1フ～26

 St.9～16

 St..1～4St.27～30

St.5}ユ2

 r152字.



査定表、

32.4

卵1稚仔 卵1 稚仔 卵1稚仔 卵1稚仔 卵1稚仔
33.1月

卵1 稚仔

4

17

3

13

27

6
1

2

10

1
2

2

12

4
5

2
1

2
1

22

11

45

3
2

3

21

405

18

7
ア

11

4;7109 38 10 86

0

 数字は個体数

一153一


